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　ゴールデンウィーク期間中の2日間（4/28と5/1）、子ども・大人総勢35名が
参加し、土づくり、畝づくり、獣害防御のための柵づくりなどの作業を大々的に
行いました。良い天気に恵まれ、作業は大変ながらも順調に進みました。作業後
は、農園の横でピクニックも楽しみました。子どもたちは農園での作業より、も
っぱら、たい肥や土から出てくる幼虫やみみず、ダンゴムシ、さらには広場を飛
び交う蝶や、側溝にいるカエルとりに夢中でしたが、好天のなか身近な自然に触
れ、充実した時間を過ごすことができました。
　翌週の5月11日には芋の苗の植え付けを行いました。丁寧に植え付けたあと
は、根がしっかりと張るまで毎日の水やりが欠かせませんでした。苗が定着して
間もなく、ホオズキカメムシが発生し始めました。褐色でいかつい姿のカメムシ
の一種で、さつまいもやトマトといった野菜の茎から汁を吸う害虫なので、見つ
けたら1匹ずつ手作業で駆除しています。
　農園には、さつまいも以外にも、トウモロコシ、枝豆、プチトマト、パクチー
などを少しずつ植えました。これらは夏には収穫できる予定です。
下水汚泥由来の土壌改良材の印象についてインタビュー
　2019年5月10日(金)、地球研の近所にある北稜高校の生徒約30名が、授業
の一環で地球研を訪れました（地球研は北稜高校の2年生30名のクラスを1
年間担当し、総合的な学習の時間を活用した「地球環境学の扉」を開講して
います)。林研究員が講師として授業を受け持ったこの日、生徒たちはサニ
テーションプロジェクトのコンポストトイレと植え付け前の農園を見学しま
した。その際、下水汚泥由来の土壌改良材「ドリームソイル」について簡単
な説明をし、実際に見てもらったうえで、下水汚泥由来であることを知って
もこの土壌改良材をさわれるかどうか聞いてみました。「ドリームソイル」
は炭化していて、ほぼ無臭で乾燥していることもあってか、約半数以上の生
徒はとくに抵抗を感じなかったようで実際にさわることができました。残り
の生徒は“さわれない”のではなくて、もとを想像すると“積極的にはさわり
たくない”というような意見でした。
　さらに、このような汚泥肥料を使用した土で作られた作物を食べることに
ついて聞いたところ、ほぼ全員が“抵抗ない”と答えました。また、土の中に
できる作物（例：いもや大根）と土の上にできる作物（例：トマトやキュウ
リ）で、抵抗感の違いをほとんど持っていないこともわかりました。作物が
土に直接触れる／触れないの差で“食べられる”と“食べられない”に大きく意
見が分かれると予想していたので、これは私たちにとって少し意外な結果で
した。生徒たちいわく、「土の中で育ついもなども、洗ってあればたとえ皮
付きでも問題ない」ということです。
　今後は、主婦層・子育て層にもインタビューを行い、家族や子どもを持つ
立場からの見解を聞いてみたいと考えています。
地球研の農園で、下水汚泥由来の土壌改良材*を使ってさつまいも(&その他の野菜)を育てています。
ゆくゆくは、地域の子どもたちとその親御さんを対象とした環境教育イベントを開催する予定です。
4-5月は苗の植え付けに向けた作業で大忙しでした。早くも拡大版でお届けします。(担当：林・木村)
*私たちが使っている下水汚泥由来の「ドリームソイル」は、“土壌改良材”というのが正確な表現のようです。今後は“肥料”ではなく、“土壌改良材”と表記します。
4/6　石·瓦礫拾い、土を耕す
4/27　石·瓦礫拾い、土を耕す
4/28　石·瓦礫拾い、土を耕す、土壌改良材を混ぜ
る、たい肥づくり、畝づくり(2畝完成）
5/2　3つ目の畝づくり、獣害防御柵の設置、サイド
と天井に網を張りめぐらす
5/11　苗の植え付け
5/12以降　水やり、草とり、害虫の駆除、藁を敷く
5/10　北稜高校生のコンポストトイレ・農園の見学
4-5月の主な活動まとめ
プロジェクト
Vol. 2　農園整備と苗の植え付け
農園
Plantation
獣害防御柵を設置するための杭打ちと、網張り作業
ようやく整備完了！
約30センチ間隔で苗を植え付ける
土壌改良材を混ぜるひたすら石を拾い土を耕す…
たい肥枠を組み立て、地球研の落ち葉と米ぬかでたい肥づくり
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